
 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 補修:日常的又は定期的に状態を把握し、適切に処置を行うことで現状レベルを実用 

上支障のないレベルまで回復させる 

② 修繕:経年による物理的な劣化による性能・機能の劣化に対し、修繕工事を行うことで 

現状レベルを新築当初のレベルまで回復させる 

③ 改修:生活様式、社会環境の変化等社会的要因による性能・機能の劣化（耐震化・ 

バリアフリー化・省エネ化・防犯化 等）に対し、改修工事を行うことで現状レベル 

を現時点で望まれるレベルまで回復させる（修繕＋改良） 
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